













































蓋の拓 (A)(図⑦),左側の器 (1)の器拓を(1)器の拓 (A)
(図③)とする。又,下段右側の器 (2)の蓋拓を (2)蓋の











































































拓 (A)から拓 (D)までの四種類,器(2)の蓋に関しては,拓(A)と拓 (B)の二種類,器
に関しては,拓(A)の一種類である。又,器(3)は,拓(A)の一種類のみである。
うぶな拓について見ておくと,器(1)の蓋拓,器(2)の器拓,器(3)の拓は,それぞれ一












































































































































































































































十六長には,「高一尺八分 (二五.三),器高四寸五分 (一〇.六),足高三寸 (七.―),蓋高二寸
三分 (五.四),掲高一寸 (二.二五),器口径八寸 (―八.八),底径六寸五分 (一五.三),腹径
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